
地域公共交通総合連携計画策定調査の必要性
今後の離島航路の指針を確立するとともに、コミュニティバス等の導入により

島内の公共交通空白地域を解消し、岩船港～村上市内間において本土で移
動手段を持たない住民の新たなアクセスを創出することにより、効率的で、持
続可能な公共交通ネットワークシステムを構築し、地域の活性化及び観光振
興を図る。
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１）調査の内容等
①現況交通実態調査

・地域の状況、定期航路、村内及び村上市内の交
通状況の実態の調査、分析

②住民・観光客のニーズ把握調査
・住民・観光客のニーズの把握、分析

③先進事例調査
・先進事例の調査及び船舶、バス等の設備の調査、

研究

粟島浦村地域公共交通活性化協議会
粟島浦村、新潟交通観光バス（株）、粟島汽
船（株）、新潟県村上地域振興局地域整備部、
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シー各社、岩船港利用促進協議会、粟島浦
村議会、粟島観光協会、北陸信越運輸局他

総合連携計画策定調査実施計画の概要
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